
　

○
借
金
返
済
で
財
政
は
ア
ッ
プ
ア
ッ
プ

　

○
無
駄
排
除
か
ら
始
め
て
財
政
再
建
を

　

○
20
兆
円
の
バ
ラ
マ
キ
な
ど
言
語
道
断

　

○
今
こ
そ
、
景
気
対
策
を

　

政
治
は
、
「
将
来
・
未
来
」
、
「
今
こ
の
と
き
」
、
両

方
に
責
任
を
負
っ
て
い
ま
す
。
「
責
任
あ
る
政
治
」
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

将
来
へ
の
責
任

　

将
来
へ
の
責
任
で
大
切
な
こ
と
は
、
財
政
の
建
て
直
し

で
す
。
日
本
の
財
政
状
況
は
、
簡
単
な
引
き
算
で
明
ら
か

に
な
り
ま
す
。
皆
様
か
ら
頂
く
税
金
等
は
58
兆
円
。
で

は
、
58
兆
円
で
何
が
で
き
る
か
。
先
ず
、
21
兆
円
の
借
金

返
済
で
す
。
借
金
返
済
し
な
け
れ
ば
、
国
で
あ
っ
て
も
倒

産
し
て
し
ま
い
ま
す
。
次
に
、
21
兆
円
の
年
金
・
医
療
・

介
護
で
す
。
今
後
の
高
齢
社
会
で
最
も
大
切
な
支
出
で

す
。
次
の
15
兆
円
が
、
国
か
ら
地
方
へ
の
地
方
交
付
税
交

付
金
で
す
。
こ
れ
が
な
け
れ
ば
、
地
方
自
治
体
は
予
算
を

組
む
こ
と
が
で
き

ず
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
は
停
滞
し
ま

す
。
こ
こ
ま
で

は
、
削
れ
な
い
支

出
で
す
。

　

58

－

21

－

21

－

15
＝
１
。
残
り
は

僅
か
１
兆
円
。
学

校
の
先
生
や
自
衛

官
の
給
与
、
中
小

企
業
対
策
、
環
境

対
策…

、
と
て
も

足
り
ま
せ
ん
。
結

果
と
し
て
、
今
年
も
25

兆
円
の
借
金
を
し
て
い

ま
す
。
こ
ん
な
ひ
ど
い

借
金
体
質
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
民
主
党
は
、
子

供
手
当
て
は
倍
増
、
高

速
道
路
は
無
料
、
年
金

は
全
額
税
金
で
、
高
校

ま
で
義
務
教
育
化
と
20

兆
円
近
い
バ
ラ
マ
キ
を

主
張
し
て
い
ま
す
。
無

責
任
そ
の
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
視
点
を
変
え
る
と
、
お
預
か
り
し
た
58
兆
円
の

税
金
の
う
ち
、
21
兆
円
は
借
金
返
済
に
回
っ
て
い
ま
す
か

ら
、
皆
様
に
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
お
返
し
す
る
分
は
、
37
兆

円
で
す
。
６
割
し
か
戻
ら
な
い
の
で
す
。
「
税
金
が
高

い
」
と
い
う
ご
不
満
も
も
っ
と
も
で
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
借
金
体
質
か
ら
早
く
脱
却
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
先
ず
は
、
無
駄
遣
い
を
徹
底
的
に
排
除
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
自
民
党
無
駄
遣
い
撲
滅
P
T
」

事
務
局
長
補
佐
と
し
て
し
っ
か
り
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
国
会
議
員
の
定
数
削
減
な
ど
も
不
可
欠
で
す
。
そ
し

て
、
数
年
間
、
無
駄
撲
滅
に
徹
底
し
て
取
り
組
み
、
３
〜

５
年
後
を
見
据
え
て
、
税
体
系
の
抜
本
改
正
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　　

今
こ
の
と
き
へ
の
責
任

　

ズ
バ
リ｢

景
気
対
策｣

で
す
。
「
景
気
対
策
」
は
、
「
市

場
主
義
」
な
ど
の
前
で
、
守
旧
派
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
原
油
高
・
資
源
高
・
物
価
高

で
、
街
の
景
気
は
ど
ん
底
。
価
格
転
嫁
で
き
ず
、
給
料
上

が
ら
ず
、
シ
ワ
寄
せ
が
中
小
・
零
細
企
業
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
世
帯
に
及
ん
で
い
ま
す
。
今
こ
そ
、
３
年
間
で
総
額
10

〜
15
兆
円
の
景
気
対
策
の
と
き
で
す
。

　

問
題
は
中
身
と
財
源
。
従
来
の
よ
う
な
、
公
共
事
業
中

心
で
な
く
、
国
民
の
皆
さ
ん
、
中
小
・
零
細
企
業
に
、
恩

恵
が
直
接
及
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

第
一
に
、
教
育
費
助
成
、
及
び
出
産
費
用
全
額
補
助
。

責
任
あ
る
政
治
を
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ボランティアを募集しています！

国会見学に行きませんか？！

事務所内における事務、ポスター貼り、各種広
報物の配布などお
手伝いいただける
ボランティアを募
集しています。どん
な事からでもかま
いません。

随時、国会見学を受け付けています。友達や仲間と
お誘い合わせの上、
是非ご来館くださ
い。少人数からでも
お気軽にご相談いた
だければ結構です。

３年間の木原せいじ３年間の木原せいじ

これからの木原せいじ　～基本政策～これからの木原せいじ　～基本政策～
１. 世界一の福祉国家実現 ＆
　       そのための税制改正実現
●医師確保、救急医療体制の整備、地域医療連携の確立
●介護人材確保、障害者施策の充実
●社会保障に必要な安定財源の確立のため、抜本的税制改正
を3～5年を目途に実現。
●税制改正の視点は、「薄く広く皆で負担を分かち合う」。

２. 緊急経済対策の実施
●２～３年の間、総額10～15兆円の経済対策を実施。
　 ・ 子育て世代への教育費助成、出産費用全額補助
　 ・ 中小、零細企業への燃料費助成
　 ・ 小中学校、公共施設、公共インフラの耐震工事の集中実施。
　 ・ エネルギー構造転換への助成。
●財源は、特別会計の積立金のうち、毎年５兆円程度を活用。

３. 国会改革
●議員定数大幅削減。衆議院は300（現在は480）、参議院は
100（現在は242）に。
●同一選挙区からの立候補制限など、議員世襲に一定のルールを。

４. 行政の無駄遣い排除
●公益法人、独立行政法人の見直しの徹底。
●財務省の再編・解体。財務省主計局を予算作成局と予算監査
局に分割、予算に事後チェック、監査・検査制度の導入。
●予算単年度主義は廃止し、複数年度予算を導入。

５． 経済の活力回復
●アジアゲートウェー構想の推進（横田基地の軍民共用化によ
り、横田、羽田とアジアの有機的結合の実現etc）
●東京をアジアの金融センターに
●中小企業発の新メイドインジャパン100選の育成、国の総力を
挙げて世界へ売込み。
●借り手本位の中小企業金融環境の実現
●下請代金支払遅延防止法の徹底等、大企業と中小企業との
公正取引の監視強化、etc

6． 若き日本の育成
●子育て世帯への経済的支援の充実。
●幼児教育の充実・無償化。

若手議員連盟のとりまとめ責任者として、福田総理、渡辺
大臣に提言。
●ハンセン病基本法の制定に努力。
●中小企業の事業承継税制について、自民党PTの主査の
一人として、とりまとめ。
●自民党・税金の無駄遣い撲滅PTの事務局長補佐に就
任。

国会の質問王
　●自民党一回生議員85人の中で、最も質問を多くした一人。

政策通の即戦力
●障害者自立支援法の見直しをいち早く同僚議員とともに
提言
●道路特定財源の見直し、及び公務員制度改革について、

揺るぎなき挑戦！！

古紙配合率100％
再生紙を使用しています

無駄遣い撲滅PT事務局長補佐として
各省無駄遣いに目を光らす

政府に対し強く景気対策の必要性を説きました
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○
今
の
ま
ま
で
は
、
医
療
制
度
の
破
た
ん
は
必
死

　

○
国
民
皆
保
険
制
度
堅
持
の
た
め
に
制
度
改
正
は

　
　

不
可
欠

　

○
現
状
放
置
は
、
最
も
無
責
任

　

真
摯
に
反
省

　

長
寿
医
療
制
度
に
関
し
、
主
に
３
点
で
猛
省
し
、
６
月

12
日
に
、
政
府
・
与
党
と
し
て
、
保
険
料
軽
減
対
策
、
年

金
天
引
き
対
策
な
ど
運
用
改
善
策
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

第
一
に
、
「
前
期
・
後
期
」
の
名
称
な
ど
、
高
齢
者
の

皆
様
の
心
情
に
対
し
配
慮
が
欠
け
た
面
が
あ
っ
た
こ
と
。

第
二
に
、
年
金
天
引
き
の
導
入
。
天
引
き
は
便
利
で
す

が
、
選
択
制
に
し
て
、
皆
様
に
ご
判
断
い
た
だ
く
べ
き
で

し
た
。
第
三
に
、
都
道
府
県
単
位
の
運
営
と
し
た
結
果
、

一
部
の
市
町
村
の
独
自
の
減
免
措
置
が
な
く
な
り
、
低
所

得
者
の
保
険
料
が
逆
に
増
加
す
る
地
域
が
生
じ
た
こ
と
。

他
方
、
制
度
の
根
幹
は
、
丁
寧
に
説
明
し
、
納
得
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
展
で
、

　

制
度
の
見
直
し
は
不
可
欠

　

高
齢
化
に
伴
い
医
療
費
が
増
加
す
る
の
は
当
然
で
す
。

現
在
10
兆
円
強
の
老
人
医
療
費
は
、
20
年
後
に
は
25
兆
円

に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
方
、
30
年
前
は
現

役
８
人
で
１
人
の
高
齢
者
を
支
え
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
４
人
、
20
年
後
に
は
２
人
で
支
え
る
時
代
が
き
ま
す
。

対
策
を
講
じ
ず
放
置
す
れ
ば
、
制
度
の
破
た
ん
は
必
至
で

す
。

　

国
民
皆
保
険
が
破
綻
し
た
ら

　

国
民
皆
保
険
制
度
が
破
綻
し
た
ら…

。
皆
保
険
制
度
の

な
い
米
国
で
は
、
多
額
の
自
己
負
担
を
強
い
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
盲
腸
の
手
術
は
、
日
本
で
は
一
週
間
の
入
院
で
約

30
〜
40
万
円
、
皆
保
険
制
度
に
よ
り
１
割
の
３
〜
４
万
円

の
負
担
で
す
み
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
米
国
で
は
、
４
、
５

日
の
入
院
で
２
０
０
万
円
以
上
と
医
療
費
が
高
い
う
え

に
、
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
日
本
で
は
無
料
の
救

急
車
も
、
大
半
の
国
で
は
有
料
で
す
。

　

そ
こ
で
、
長
寿
医
療
制
度
で
は…

　

◆
負
担
割
合
を
明
確
化

　

75
歳
以
上
の
方
に
は
、
従
来
か
ら
、
別
立
て
の
老
人
医

療
制
度
が
あ
り
ま
し
た
が
、
世
代
間
の
負
担
関
係
や
税
金

の
投
入
割
合
は
不
明
確
で
し
た
。
そ
こ
で
、
公
費
５
割
、

現
役
世
代
の
支
援
４
割
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
負
担
１

割
と
し
て
、
負
担
割
合
を
明
確
に
し
ま
し
た
。
75
歳
以
上

の
方
を
支
援
す
べ
き
皆
様
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
、
皆

で
薄
く
広
く
支
え
あ
う
仕
組
み
と
し
た
わ
け
で
す
。

　
◆
都
道
府
県
単
位
の
「
広
域
連
合
」
で
運
営

　

新
制
度
で
は
、
都

道
府
県
単
位
に
広
域

化
す
る
こ
と
で
、
運

営
を
安
定
化
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保

険
で
最
大
５
倍
あ
っ

た
保
険
料
の
地
域
格

差
も
小
さ
く
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

◆
保
険
料
は
？

　

〜
東
京
は
全
国
最
低

　

低
所
得
層
で
保
険

料
が
上
が
る
事
態
に

長
寿
医
療
制
度
に

つ
い
て
考
え
る

対
応
す
る
た
め
、
６
月
の
運
用
改
善
策
で
、
保
険
料
の
軽

減
措
置
を
大
幅
に
拡
充
し
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
、
東
京

で
は
、
約
７
割
の
方
の
保
険
料
が
下
が
り
ま
す
。
ま
た
、

都
の
独
自
制
度
も
あ
り
、
保
険
料
は
全
国
で
も
低
い
水
準

と
な
り
ま
す
。

　

将
来
の
高
齢
者
医
療
制
度
の
あ
り
方
は
？

　

今
回
の
改
正
は
、
将
来
の
高
齢
者
医
療
の
あ
る
べ
き
姿

を
見
据
え
た
も
の
で
す
。
高
齢
に
な
れ
ば
、
調
子
の
悪
い

と
こ
ろ
も
自
然
と
出
て
き
ま
す
し
、
若
い
頃
と
比
べ
、
治

癒
に
日
数
も
か
か
り
ま
す
。
一
部
の
人
が
た
ま
に
体
調
を

崩
し
、
そ
の
費
用
を
皆
で
負
担
す
る
と
い
う
保
険
の
原

理
、｢

共
助
」
の
原
理
が
働
き
に
く
く
な
る
わ
け
で
す
。

そ
れ
で
も
、
保
険
の
原
理
を
働
か
せ
よ
う
と
す
れ
ば
、
若

手
の
負
担
が
過
重
に
な
り
ま
す
。
む
し
ろ
、
今
後
は
、
高

齢
者
の
医
療
に
税
金
を
集
中
投
入
し
て
、
「
公
助
」
の
原

理
を
よ
り
働
か
せ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
ド
ン
ブ
リ
勘
定
で

は
、
税
金
を
集
中
投
入
し
よ
う
に
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

無
責
任
す
ぎ
る
野
党

　

野
党
は
、
長
寿
医

療
制
度
を
「
う
ば
捨

て
山
」
な
ど
と
激
烈

な
言
葉
で
批
判
し
、

「
廃
止
し
ろ
」
と
い

う
だ
け
で
す
。
し
か

し
、
高
齢
者
の
８
割

が
加
入
し
て
き
た
国

保
の
多
く
は
既
に
深

刻
な
赤
字
を
抱
え
、

若
手
世
代
の
負
担
も

限
界
に
近
づ
い
て
い

ま
す
。
単
な
る
廃
止

（
元
に
戻
せ
）
は
無

責
任
す
ぎ
ま
す
。

地域と国政をつなぐ

地元とともに歩む

第
二
に
、
原
油
高
騰
対
策
の
助
成
金
。
特
定
の
業
種
に
限

ら
ず
、
広
く
中
小
・
零
細
企
業
全
般
に
助
成
す
べ
き
で

す
。
第
三
に
、
緊
急
的
な
小
中
学
校
、
公
共
施
設
、
公
共

イ
ン
フ
ラ
の
耐
震
工
事
の
展
開
。
第
四
に
、
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
。
例
え
ば
、
空
港
・
港
湾
の

集
中
整
備
、
リ
ニ
ア
・
モ
ー
タ
ー
カ
ー
の
早
期
着
手
な

ど
。
そ
し
て
第
五
に
太
陽
光
発
電
、
原
子
力
発
電
な
ど
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
へ
の
補
助
。

　

財
源
は
、
特
別
会
計
の
積
立
金
、
剰
余
金
を
毎
年
３
〜

５
兆
円
取
り
崩
し
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

金
利
や
為
替
変
動
へ
の
備
え
な
ど
、
目
的
を
も
っ
て
積
み

立
て
ら
れ
た
積
立
金
で
す
が
、
三
年
間
の
暫
定
措
置
で
あ

れ
ば
、
一
部
を
取
り
崩
し
て
、
国
民
に
還
元
す
る
こ
と
は

可
能
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
一
度
取
り
崩
し
た
ら
二
度
と
使

え
ま
せ
ん
か
ら
、
野
党
が
主
張
す
る
二
十
兆
円
も
の
バ
ラ

マ
キ
の
恒
久
財
源
と
は
な
り
え
な
い
こ
と
は
、
付
言
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

都
市
の
農
地
を
守
ろ
う
。
安
全
で
新
鮮
な
農
産

品
へ
の
欲
求
、
水
と
緑
の
潤
い
の
あ
る
街
づ
く
り
、

子
供
の
食
育
・
土
へ
の
触
れ
合
い
の
重
要
性
、
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
、
災
害
時
の
避
難
地
と
し
て

の
役
割
な
ど
、
都
市
の
農
地
へ
の
期
待
は
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
東
京
の
緑
の
大
半
は
農
地

で
あ
り
、
農
地
な
く
し
て
緑
は
守
れ
ま
せ
ん
。

　
「
都
市
農
業
を
考
え
る
若
手
議
員
の
会
」
を
立

ち
上
げ
、
政
府
に
対
し
、
都
市
農
業
に
関
す
る
各

種
制
度
の
拡
充
・
改
善
を
求

め
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

清
瀬
の
ニ
ン
ジ
ン
焼
酎
や
東

久
留
米
の
地
元
小
麦
に
よ
る

う
ど
ん
作
り
な
ど
、
農
業
と

商
業
の
連
携
に
よ
る
地
域
づ

く
り
も
重
要
で
す
。

守
ろ
う
都
市
農
業

農水省都市農政視察に同行（清瀬）

2025年には75歳以上人口が18％となる

全ての世代で国民皆保険を支える必要がある
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ともに岸田大臣に慎重な対応を要請（武蔵村山）

警視庁所有の空き地をスポーツ等、市民に開放するよう視察・申入れ（東大和）

町内会で杵をもって餅をつく

祭りで神輿をかついで町内を練歩く

成子をもって踊りの輪に参加
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街頭でハンセン病基本法の署名集め
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○
今
の
ま
ま
で
は
、
医
療
制
度
の
破
た
ん
は
必
死

　

○
国
民
皆
保
険
制
度
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の
た
め
に
制
度
改
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不
可
欠

　

○
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最
も
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摯
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ま
す
。

　

少
子
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齢
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進
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、

　

制
度
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直
し
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欠

　

高
齢
化
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伴
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療
費
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増
加
す
る
の
は
当
然
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。

現
在
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兆
円
強
の
老
人
医
療
費
は
、
20
年
後
に
は
25
兆
円

に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
方
、
30
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前
は
現

役
８
人
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１
人
の
高
齢
者
を
支
え
て
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ま
し
た
が
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現
在

は
４
人
、
20
年
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に
は
２
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支
え
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時
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ま
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。

対
策
を
講
じ
ず
放
置
す
れ
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制
度
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破
た
ん
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必
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で
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。

　

国
民
皆
保
険
が
破
綻
し
た
ら

　

国
民
皆
保
険
制
度
が
破
綻
し
た
ら…

。
皆
保
険
制
度
の

な
い
米
国
で
は
、
多
額
の
自
己
負
担
を
強
い
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
盲
腸
の
手
術
は
、
日
本
で
は
一
週
間
の
入
院
で
約

30
〜
40
万
円
、
皆
保
険
制
度
に
よ
り
１
割
の
３
〜
４
万
円

の
負
担
で
す
み
ま
す
。
と
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米
国
で
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、
５
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院
で
２
０
０
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円
以
上
と
医
療
費
が
高
い
う
え

に
、
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己
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と
な
り
ま
す
。
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で
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救

急
車
も
、
大
半
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国
で
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有
料
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。

　

そ
こ
で
、
長
寿
医
療
制
度
で
は…

　

◆
負
担
割
合
を
明
確
化
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歳
以
上
の
方
に
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か
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老
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医

療
制
度
が
あ
り
ま
し
た
が
、
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負
担
関
係
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税
金

の
投
入
割
合
は
不
明
確
で
し
た
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で
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費
５
割
、
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世
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支
援
４
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、
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負
担
１

割
と
し
て
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負
担
割
合
を
明
確
に
し
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し
た
。
75
歳
以
上

の
方
を
支
援
す
べ
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様
と
し
て
明
確
に
位
置
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け
、
皆

で
薄
く
広
く
支
え
あ
う
仕
組
み
と
し
た
わ
け
で
す
。

　
◆
都
道
府
県
単
位
の
「
広
域
連
合
」
で
運
営

　

新
制
度
で
は
、
都

道
府
県
単
位
に
広
域

化
す
る
こ
と
で
、
運

営
を
安
定
化
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保

険
で
最
大
５
倍
あ
っ

た
保
険
料
の
地
域
格

差
も
小
さ
く
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

◆
保
険
料
は
？

　

〜
東
京
は
全
国
最
低

　

低
所
得
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で
保
険
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が
上
が
る
事
態
に

長
寿
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療
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に
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え
る
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で
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の
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充
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て
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す
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で
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が
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ま
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独
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制
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も
あ
り
、
保
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料
は
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国
で
も
低
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な
り
ま
す
。

　

将
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高
齢
者
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制
度
の
あ
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方
は
？

　

今
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齢
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あ
る
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の
で
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に
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ば
、
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の
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べ
、
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数
も
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ま
す
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一
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が
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に
体
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を

崩
し
、
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の
費
用
を
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で
負
担
す
る
と
い
う
保
険
の
原

理
、｢

共
助
」
の
原
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が
働
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に
く
く
な
る
わ
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で
す
。
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齢
者
の
医
療
に
税
金
を
集
中
投
入
し
て
、
「
公
助
」
の
原
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う

か
。
そ
の
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ド
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定
で

は
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税
金
を
集
中
投
入
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よ
う
に
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

無
責
任
す
ぎ
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野
党
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寿
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療
制
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「
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捨
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な
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激
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齢
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８
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す
。
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○
借
金
返
済
で
財
政
は
ア
ッ
プ
ア
ッ
プ

　

○
無
駄
排
除
か
ら
始
め
て
財
政
再
建
を

　

○
20
兆
円
の
バ
ラ
マ
キ
な
ど
言
語
道
断

　

○
今
こ
そ
、
景
気
対
策
を

　

政
治
は
、
「
将
来
・
未
来
」
、
「
今
こ
の
と
き
」
、
両

方
に
責
任
を
負
っ
て
い
ま
す
。
「
責
任
あ
る
政
治
」
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

将
来
へ
の
責
任

　

将
来
へ
の
責
任
で
大
切
な
こ
と
は
、
財
政
の
建
て
直
し

で
す
。
日
本
の
財
政
状
況
は
、
簡
単
な
引
き
算
で
明
ら
か

に
な
り
ま
す
。
皆
様
か
ら
頂
く
税
金
等
は
58
兆
円
。
で

は
、
58
兆
円
で
何
が
で
き
る
か
。
先
ず
、
21
兆
円
の
借
金

返
済
で
す
。
借
金
返
済
し
な
け
れ
ば
、
国
で
あ
っ
て
も
倒

産
し
て
し
ま
い
ま
す
。
次
に
、
21
兆
円
の
年
金
・
医
療
・

介
護
で
す
。
今
後
の
高
齢
社
会
で
最
も
大
切
な
支
出
で

す
。
次
の
15
兆
円
が
、
国
か
ら
地
方
へ
の
地
方
交
付
税
交

付
金
で
す
。
こ
れ
が
な
け
れ
ば
、
地
方
自
治
体
は
予
算
を

組
む
こ
と
が
で
き

ず
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
は
停
滞
し
ま

す
。
こ
こ
ま
で

は
、
削
れ
な
い
支

出
で
す
。

　

58

－

21

－

21

－

15
＝
１
。
残
り
は

僅
か
１
兆
円
。
学

校
の
先
生
や
自
衛

官
の
給
与
、
中
小

企
業
対
策
、
環
境

対
策…

、
と
て
も

足
り
ま
せ
ん
。
結

果
と
し
て
、
今
年
も
25

兆
円
の
借
金
を
し
て
い

ま
す
。
こ
ん
な
ひ
ど
い

借
金
体
質
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
民
主
党
は
、
子

供
手
当
て
は
倍
増
、
高

速
道
路
は
無
料
、
年
金

は
全
額
税
金
で
、
高
校

ま
で
義
務
教
育
化
と
20

兆
円
近
い
バ
ラ
マ
キ
を

主
張
し
て
い
ま
す
。
無

責
任
そ
の
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
視
点
を
変
え
る
と
、
お
預
か
り
し
た
58
兆
円
の

税
金
の
う
ち
、
21
兆
円
は
借
金
返
済
に
回
っ
て
い
ま
す
か

ら
、
皆
様
に
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
お
返
し
す
る
分
は
、
37
兆

円
で
す
。
６
割
し
か
戻
ら
な
い
の
で
す
。
「
税
金
が
高

い
」
と
い
う
ご
不
満
も
も
っ
と
も
で
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
借
金
体
質
か
ら
早
く
脱
却
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
先
ず
は
、
無
駄
遣
い
を
徹
底
的
に
排
除
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
自
民
党
無
駄
遣
い
撲
滅
P
T
」

事
務
局
長
補
佐
と
し
て
し
っ
か
り
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
国
会
議
員
の
定
数
削
減
な
ど
も
不
可
欠
で
す
。
そ
し

て
、
数
年
間
、
無
駄
撲
滅
に
徹
底
し
て
取
り
組
み
、
３
〜

５
年
後
を
見
据
え
て
、
税
体
系
の
抜
本
改
正
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　　

今
こ
の
と
き
へ
の
責
任

　

ズ
バ
リ｢

景
気
対
策｣

で
す
。
「
景
気
対
策
」
は
、
「
市

場
主
義
」
な
ど
の
前
で
、
守
旧
派
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
原
油
高
・
資
源
高
・
物
価
高

で
、
街
の
景
気
は
ど
ん
底
。
価
格
転
嫁
で
き
ず
、
給
料
上

が
ら
ず
、
シ
ワ
寄
せ
が
中
小
・
零
細
企
業
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
世
帯
に
及
ん
で
い
ま
す
。
今
こ
そ
、
３
年
間
で
総
額
10

〜
15
兆
円
の
景
気
対
策
の
と
き
で
す
。

　

問
題
は
中
身
と
財
源
。
従
来
の
よ
う
な
、
公
共
事
業
中

心
で
な
く
、
国
民
の
皆
さ
ん
、
中
小
・
零
細
企
業
に
、
恩

恵
が
直
接
及
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

第
一
に
、
教
育
費
助
成
、
及
び
出
産
費
用
全
額
補
助
。

責
任
あ
る
政
治
を
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木原せいじ
プロフィール
私立武蔵中学・高校、東
京大学法学部卒業
大学時代はテニスで全
国選抜3位
平成5年大蔵省（現財
務省）入省、主計局、大臣官房、国際局課長補佐、
税務署長歴任
その間、英国大蔵省出向（初代）
平成17年9月　衆議院選挙当選
現在、厚生労働委員会、内閣委員会、拉致特別委
員会、各委員。党では、国際局次長、青年局次長、
女性局次長、学生部参与。
趣味はテニス・ピアノ・散歩。座右の銘「至誠通天」。
著書「英国大蔵省から見た日本」（文春新書）

・

・

・

・
・
・

・
・

■国会事務所

■地元事務所

東京都千代田区永田町2 - 1 - 2
衆議員第2議員会館606号室
TEL ： 03 - 3508 - 7606
FAX ： 03 - 3508 - 3986

東京都東村山市栄町2 - 22 - 13
松岡ビル2階
TEL ： 042 - 392 - 4105
FAX ： 042 - 392 - 4106

木原せいじモバイル
http://qtv60.com/kihara/
携帯電話から木原せいじ
モバイルにつながります。

木原せいじ事務所
〒100 - 8982

〒189 - 0013

ボランティアを募集しています！

国会見学に行きませんか？！

事務所内における事務、ポスター貼り、各種広
報物の配布などお
手伝いいただける
ボランティアを募
集しています。どん
な事からでもかま
いません。

随時、国会見学を受け付けています。友達や仲間と
お誘い合わせの上、
是非ご来館くださ
い。少人数からでも
お気軽にご相談いた
だければ結構です。

３年間の木原せいじ３年間の木原せいじ

これからの木原せいじ　～基本政策～これからの木原せいじ　～基本政策～
１. 世界一の福祉国家実現 ＆
　       そのための税制改正実現
●医師確保、救急医療体制の整備、地域医療連携の確立
●介護人材確保、障害者施策の充実
●社会保障に必要な安定財源の確立のため、抜本的税制改正
を3～5年を目途に実現。
●税制改正の視点は、「薄く広く皆で負担を分かち合う」。

２. 緊急経済対策の実施
●２～３年の間、総額10～15兆円の経済対策を実施。
　 ・ 子育て世代への教育費助成、出産費用全額補助
　 ・ 中小、零細企業への燃料費助成
　 ・ 小中学校、公共施設、公共インフラの耐震工事の集中実施。
　 ・ エネルギー構造転換への助成。
●財源は、特別会計の積立金のうち、毎年５兆円程度を活用。

３. 国会改革
●議員定数大幅削減。衆議院は300（現在は480）、参議院は
100（現在は242）に。
●同一選挙区からの立候補制限など、議員世襲に一定のルールを。

４. 行政の無駄遣い排除
●公益法人、独立行政法人の見直しの徹底。
●財務省の再編・解体。財務省主計局を予算作成局と予算監査
局に分割、予算に事後チェック、監査・検査制度の導入。
●予算単年度主義は廃止し、複数年度予算を導入。

５． 経済の活力回復
●アジアゲートウェー構想の推進（横田基地の軍民共用化によ
り、横田、羽田とアジアの有機的結合の実現etc）
●東京をアジアの金融センターに
●中小企業発の新メイドインジャパン100選の育成、国の総力を
挙げて世界へ売込み。
●借り手本位の中小企業金融環境の実現
●下請代金支払遅延防止法の徹底等、大企業と中小企業との
公正取引の監視強化、etc

6． 若き日本の育成
●子育て世帯への経済的支援の充実。
●幼児教育の充実・無償化。

若手議員連盟のとりまとめ責任者として、福田総理、渡辺
大臣に提言。
●ハンセン病基本法の制定に努力。
●中小企業の事業承継税制について、自民党PTの主査の
一人として、とりまとめ。
●自民党・税金の無駄遣い撲滅PTの事務局長補佐に就
任。

国会の質問王
　●自民党一回生議員85人の中で、最も質問を多くした一人。

政策通の即戦力
●障害者自立支援法の見直しをいち早く同僚議員とともに
提言
●道路特定財源の見直し、及び公務員制度改革について、

揺るぎなき挑戦！！

古紙配合率100％
再生紙を使用しています

無駄遣い撲滅PT事務局長補佐として
各省無駄遣いに目を光らす

政府に対し強く景気対策の必要性を説きました

夏季号外夏季号外
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